（競技用紙雷管）

火薬類取締法第１３条ただし書きにかかる許可申請書
      年      月      日

青　森　県　知　事　　　殿
（申請者）
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

火薬類取締法第１３条但し書きの規定に基づき、下記のとおり火薬庫外に火薬庫外に火薬類を貯蔵することを申請します。

	１．名　称
	

	２．販売所所在地
　（電話番号）
	

	３．業　種
	

	４．(代表者）住所・氏名
	

	５．貯蔵する火薬類の種類及び最大数量
	

	６．火薬庫外火薬類貯蔵場所のみで販売営業が行える理由
	

	７．備考
	


備考１　「氏名」欄には、氏名または名称及び法人にあってはその代表者の氏名を記載すること。
　　２　所有する火薬庫外火薬貯蔵場所にかかる都道府県知事の指示書、構造図及び構造説明書を添付すること。
火薬類取締法第１３条ただし書きにかかる許可申請書（記載例）
年    月     日

青　森　県　知　事  青森　〇〇　殿
（申請者）
住　所　青森市長島１丁目１番１号
氏　名　株式会社青森県　代表取締役　青森　太郎　　　

火薬類取締法第１３条但し書きの規定に基づき、下記のとおり火薬庫外に火薬庫外に火薬類を貯蔵することを申請します。

	１．名　称
	株式会社青森県青森支店

	２．販売所所在地
　　(電話番号)
	青森市長島１丁目１番１号　（０１７－７２２－１１１１）

	３．業　種
	スポーツ用品小売店

	４．(代表者）住所・氏名
	青森市長島１丁目１番１号
代表取締役社長　青森　太郎

	５．貯蔵する火薬類の種類及び最大数量
	火工品（煙火：競技用紙雷管）
　１００発×７０箱＝７，０００発

	６．火薬庫外火薬類貯蔵場所のみで販売営業が行える理由
	　当社が所有する火薬庫外火薬類貯蔵場所の保管容量は最大で７，０００発の競技用紙雷管の保管が可能である。
　過去の販売実績から普段の貯蔵量は最大３，０００発である。　　また、販売量も１件あたり最大で３００発であり、販売した紙雷管が返還されても貯蔵量の合計が７，０００発を超えることはない。
競技用紙雷管１発あたりの火薬量は、０．０７ｇであり貯蔵する総量は最大で４９０ｇであるため、火薬量が２５kｇを超えることない。
　なお、競技用紙雷管の貯蔵にあたっては、火薬類取締法施行規則第１６条の規定を遵守するものである。

	７．備考
	


備考１　「氏名」欄には、氏名または名称及び法人にあってはその代表者の氏名を記載すること。
　　２　所有する火薬庫外火薬貯蔵場所にかかる都道府県知事の指示書、構造図及び構造説明書を添付すること。
